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– ２月
–２月２４日 １学期開始。

–全科目において、オンライン及びF2F (Face to Face)
– ３月
–国境封鎖
–オンラインでの学期末試験実行環境の構築開始
–３月２３日 (第５週） 全科目オンラインに移行

– ４月
– COVID-19 特別履修取下げ （何千人の単位で海外留学生
の数が減少）

What happened at The University of Sydney
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– ６月
–第２−３週 学期末試験。

–試験監督 （ProctorU Live+/Review+）
–OpenBook ・ 口頭試験

– ７・８月
–全科目でオンラインを前提とした、履修査定・評価の見直し
–後期の開始を３週遅らせる。
–去年の履修者数を上回る。前期に履修取下をした学生の再
履修。

–一部の科目でF2Fの演習授業を許可。(政府より留学生受け
入れの特別許可を得るため）

What happened at The University of Sydney
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– 新入生はオンライン履修にかなりの戸惑い。
–既存の学生はオンライ履修に対してかなりポジティブ

– かなりの学生が孤独を感じる。
v結果。オンラインTutorなどのサービスの使用頻度が上がる

v教員、指導員からの直接の（F F)指導をありがたる。

v監督下での試験・技術評価が困難。

主な問題点
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– 通常ならオンラインTutorサービスは不必要
– 学友とのキャンパス交流が減少 →オンラインサービスの使
用。

– 演習レポート、宿題等までもオンラインサービスに頼る。
– Contract Cheating数の上昇。1年生の科目に500件以上の
場合も。

–オンラインの演習・技術科目において学生たちの学習過程
の可視化が必要。

– Cheating/カンニングの摘発

オンラインTutorなどのサービスの使用頻度上昇
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– 多くの学生はオンラインツールの使用を受け入れやすい。
– キャンパスでの教員・指導員からのインタラクティブな指導の
方が効率的。

– オンラインであっても、実際に同室内にてのインタラクティブな
指導を模する方法が必要。

教員、指導員からの直接の（F F)指導の重要性
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– Edstem.org
–当学科でTAを務めた卒業生が開発。
–同期・非同期の協調学習を支援。
– Harvard, Stanford, MITでも今年より採用。

–以下の問題の解消への手助け
vオンラインTutorなどのサービスの使用頻度が上がる
v教員、指導員からの直接の（F F)指導。
v監督下での試験・技術評価が困難。

当学科でのTAの経験を基にしたツール
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Edstem.org
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Edstem.org ： 同期共同作業。
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Edstem.org ： 同期共同作業。
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Edstem.org ：学習過程の可視化 ・ Cheating/カンニングの摘発
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Edstem.org ：学習過程の可視化 ・ Cheating/カンニングの摘発

– 全ての
Submissionに対
して検査可能。

– 演習作業の過程
においてもチェッ
ク可能。

–学習過程のモ
ニタリング。
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Edstem.org ：学習過程の可視化 ・ Cheating/カンニングの摘発
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Edstem.org ：学習過程の可視化 ・ Cheating/カンニングの摘発

– 演習作業の過程において
ソーシャルネットワークの
形成をモニタリング。

– 早期発見、対応が可能。
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– 前期の学期末試験には、オンラインの試験監督サービスを使
用。

–色々なカンニングが可能。

–OpenBook筆記試験と口頭試験の併用。

監督下での試験・技術評価が困難
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– Edstem.orgを用いた、OpenBook筆記試験・提出。
– 自動採点 （Edstem.org を使用）
– 各自２０分程度の口頭試験 （主にZoomを使用）

–筆記試験の回答を基に質問
–その場で追加質問し回答を変更させる。

OpenBook筆記試験と口頭試験の併用
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– １年のプログラミング演習
– 学生１０００人、指導員５３人。

– 指導員の、口頭試験の品質管理
–事前に典型的な回答例を基にどの様な口頭質問するかを
指導員に教授

OpenBook筆記試験と口頭試験の併用
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OpenBook筆記試験と口頭試験の併用

What is the output of the code above when executed in 
Python3?
- If no response or the student seems completely lost: Ask 
"Does this compile?"

- If the student says "I don't know what isinstance is", tutor 
can brief them on what it's supposed to do.
- Tutor can clarify small details, such as what is `raise`?

**1 mark:** The first print statement prints `False`
**1 mark:** The second print statement prints `True` 
**1 mark:** For `raise` will stop the program and last 

print statement will not run.

Follow up question: if `raise e` was not there, what would 
be the output?

**1 mark:** The third print statement prints `True`
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後期・F2Fへの対応
– 授業はオンラインだが、限られた演習においてF2F。
– F2Fを履修する学生は、学生証をスキャンしてビルにアクセス
– コンピュータ演習室入室をアプリで記録。

– 大学の教室内では、ソーシャルディスタンスのルール適用は免
除。

– 一旦部屋を退出するとルール適用。（矛盾？）

– 手洗い、消毒液、アルコールワイプなどビル内の各所に設置。
– 教員・指導員へのマスクの提供。
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Q&A


